
令和
６年度

予予
令
和
６
年
度
の
予
算
が
、
市

議
会
２
月
定
例
会
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
総
額
は
、

前
年
度
比
８
・
２
％
増
の
１
６
３
億

１
０
０
０
万
円
で
、
特
別
会
計
・
企

業
会
計
を
含
め
た
総
額
は
、
前
年
度

比
３
・
８
％
増
の
２
５
６
億
３
４
８

０
万
円
と
し
ま
し
た
。

予
算
の
特
徴

　
令
和
６
年
度
の
予
算
は
、
本
市
に

お
い
て
最
も
重
視
す
べ
き
課
題
で
あ

る
人
口
減
少
の
抑
制
に
引
き
続
き
取

り
組
む
た
め
、
「
し
ご
と
の
創
出
」

「
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
」

「
健
康
寿
命
の
延
伸
」
「
人
の
つ
な

が
り
・
縁
づ
く
り
」
を
重
点
項
目
に
、

イ
ン
フ
ラ
施
設
の
維
持
管
理
な
ど
の

暮
ら
し
の
基
盤
整
備
や
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
施
設
整
備

な
ど
、
「
第
２
次
江
田
島
市
総
合
計

画
」
に
掲
げ
る
「
協
働
と
交
流
で
創

り
だ
す
『
恵
み
多
き
島
』
え
た
じ

ま
」
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
を
盛

り
込
ん
だ
予
算
と
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
は
、
市
制
施
行
20
周

年
を
迎
え
、
新
た
な
10
年
に
向
け
て

歩
み
始
め
る
節
目
と
な
り
ま
す
。
令

和
７
年
度
か
ら
始
ま
る
第
３
次
江
田

島
市
総
合
計
画
で
描
く
、
目
指
す
べ

き
姿
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
施
策

を
整
理
し
て
い
く
た
め
の
土
台
と
な

る
予
算
と
し
て
、
令
和
６
年
度
予
算

を
『
次
な
る
10
年
を
見
据
え
た
予

算
』
と
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
概
要

　
一
般
会
計
は
、
歳
入
で
地
方
特
例
交

付
金
や
寄
附
金
、
市
債
な
ど
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
市
税
な
ど
の
自
主
財
源
が

28
・
４
％
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
依
存

財
源
が
71
・
６
％
で
、
自
主
財
源
が
少

な
く
、
依
存
財
源
に
大
き
く
依
存
す
る

財
政
構
造
と
い
え
ま
す
。

　
歳
出
の
目
的
別
で
は
、
民
生
費
が

全
体
の
26
・
２
％
、
総
務
費
が
23
・

１
％
、
公
債
費
が
12
・
２
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

性
質
別
で
は
、
義
務
的
経
費
が

45
・
４
％
と
高
く
、
投
資
的
経
費
が

16
・
０
％
、
そ
の
他
の
経
費
が
38
・

６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
普
通
建
設
事
業
費
の

増
は
、
防
災
行
政
無
線
更
新
工
事
な

ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
概
要

　
特
別
会
計
は
、
住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
業
特
別
会
計
の
廃
止
に
伴
い
、

８
会
計
と
な
り
ま
し
た
。
総
額
は
75

億
６
３
１
０
万
円
で
、
前
年
度
比

２
・
６
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
が
増
加
し

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
会
計
は

同
額
ま
た
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
企
業
会
計
は
、
水
道
事
業
が
広
島

県
水
道
広
域
連
合
企
業
団
へ
の
参
画

に
伴
い
、
下
水
道
事
業
の
１
会
計
の

み
で
す
。
収
益
的
支
出
と
資
本
的
支

出
の
総
額
は
、
17
億
６
１
７
０
万
円

で
、
前
年
度
比
５
・
３
％
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

問 財政課
☎0823-43-1629

歳入
163億
1,000万円

市税
23億4,300万円
（14.4%）

分担金及び負担金
1億1,644万円
（0.7%）
使用料及び手数料
1億7,568万円
（1.1%）
財産収入
　6,114万円
（0.4%）
寄附金

2億618万円
（1.3%）

繰入金
12億8,366万円
（7.9%）

繰越金
0.1万円
(0.0%)

諸収入
4億4,860万円
（2.6%）

地方交付税
64億300万円
（39.3%）

地方譲与税等
10億1,728万円
（6.2%）

国庫支出金
12億3,360万円
（7.6%）

県支出金
9億5,948万円
（5.9%）

市債
20億6,194万円
（12.6%）

自主財源46億3,470万円（28.4%）
依存財源116億7,530円（71.6%）

一般会計歳入

算算

令和６年度予算書
は市民センターや
図書館で見ること
ができます。

令和６年度予算

基
金
の
見
込

　
令
和
５
年
度
末
及
び
令
和
６
年
度

末
の
基
金
現
在
高
見
込
は
、
表
の
と

お
り
で
す
。
令
和
６
年
度
で
は
、
財

政
調
整
基
金
か
ら
財
源
調
整
の
た
め
、

９
億
８
０
０
０
万
円
の
繰
入
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

市
債
の
見
込

　
令
和
５
年
度
末
及
び
令
和
６
年
度

末
の
市
債
現
在
高
見
込
は
、
表
の
と

お
り
で
す
。
一
般
会
計
で
は
、
借
入

額
が
元
金
償
還
額
を
上
回
る
た
め
、

残
高
が
増
加
す
る
見
込
み
で
す
。

【
令
和
6
年
度
の
取
組
】

重
点
項
目

▼
し
ご
と
の
創
出

　
本
市
の
人
口
減
少
、
と
り
わ
け
若

い
世
代
の
人
口
減
少
の
抑
制
を
図
る

に
は
、
市
内
に
魅
力
的
な
「
し
ご
と

の
場
」
が
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
本
市
内
に
元
気
な
し
ご
と
の
場
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
求
人
と
求
職

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
こ
と
で
、
就

業
世
代
の
確
保
と
市
内
経
済
の
活
力

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

歳出
163億
1,000万円

総務費
37億7,520万円
（23.1%）

民生費
42億7,686万円
（26.2%）

衛生費
12億916万円
（7.4%）

労働費
1,248万円
（0.1%）

農林水産業費
5億3,875万円
（3.3%）

商工費
2億6,664万円
（1.6%）

土木費
11億5,478万円
（7.1%）

教育費
13億1,415万円
（8.1%）

災害復旧費
2万円
（0.0%）

公債費
19億9,445万円
（12.2%）

諸支出金
9億815万円
（5.6%）

予備費
2,500万円
（0.2%）

議会費
1億6,410万円
（1.0%）

消防費
6億7,026万円
（4.1%）

歳出
163億
1,000万円

人件費
37億3,734万円
（22.9%）

扶助費
16億7,251万円
（10.3%）

公債費
19億9,445万円
（12.2%）普通建設事業費

26億1,391万円
（16.0%）

災害復旧事業費
2万円（0.0%）

物件費
24億1,748万円
（14.8%）

維持補修費
2億5,064万円
（1.5%）

補助費等
21億1,478万円
（13.0%）

積立金
3億3,953万円（2.1%）

投資及び出資金・貸付金
3,000万円
（0.2%）

繰出金
11億1,434万円
（6.8%）

予備費
2,500万円
（0.2%）

投資的経費26億1,393万円（16.0%）
義務的経費74億430万円（45.4%）

その他の経費62億9,177万円（38.6%）

▼
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

　
年
間
の
出
生
数
が
１
０
０
人
を
下

回
っ
て
い
る
状
況
の
中
で
、
本
市
に

生
ま
れ
る
こ
ど
も
た
ち
が
、
郷
土
に

愛
着
と
誇
り
を
持
ち
な
が
ら
、
健
や

か
に
育
ま
れ
、
未
来
に
生
き
る
力
を

備
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
子
育

て
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

▼
健
康
寿
命
の
延
伸

　
い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
安
全
・
安

心
で
、
元
気
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
地
域
で
あ
る
た
め
に
、
健
康
で
輝

き
な
が
ら
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
江
田
島
市
を
目
指
し
、
引
き
続
き
、

健
康
寿
命
の
延
伸
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　
▼
人
の
つ
な
が
り
・
縁
づ
く
り

　

本
市
と
の
縁
が
あ
り
、
応
援
し
、

関
わ
り
を
持
っ
て
く
だ
さ
る
方
の
存

在
は
、
地
域
の
活
力
あ
る
未
来
を
描

く
た
め
に
大
変
重
要
で
す
。

　
本
市
と
様
々
な
方
の
縁
を
新
た
に

生
み
出
し
、
ま
た
、
縁
を
よ
り
強
固

な
も
の
に
す
べ
く
、
取
組
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
各
施
策
を
横
断
的
に
貫
き
、

支
え
る
共
通
の
視
点
と
し
て
、
「
暮

ら
し
の
基
盤
整
備
」
「
Ｄ
Ｘ
の
推

進
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
暮
ら
し
の
基
盤
整
備

　
地
域
の
暮
ら
し
は
、
道
路
や
上
下

水
道
、
ご
み
処
理
、
公
共
交
通
な
ど

の
社
会
イ
ン
フ
ラ
や
、
医
療
福
祉
、

危
機
管
理
な
ど
の
暮
ら
し
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
い
っ
た
社
会
的
な
基

盤
の
上
に
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
地
域
の
暮
ら
し
を
支

え
る
根
幹
で
あ
り
、
欠
か
す
こ
と
が

で
き
な
い
機
能
で
す
。

　
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
機
能
の

確
保
と
、
適
切
な
運
営
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

▼
Ｄ
Ｘ
の
推
進

　
我
が
国
は
人
口
減
少
社
会
の
到
来

を
迎
え
、
様
々
な
分
野
で
担
い
手
不

足
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
従
来
の
マ
ン
パ
ワ
ー
に
よ
る
対
応

の
み
な
ら
ず
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ

る
対
応
と
い
う
選
択
肢
を
備
え
る
べ

く
、
技
術
の
導
入
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
将
来
の
地
域
社
会
の
円
滑
な
運

営
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。

一般会計歳出（目的別）一般会計歳出（性質別）

次
な
る
10
年
を
見
据
え
た
予
算

広報えたじま　令和６年４月 広報えたじま　令和６年４月 2233


